
■選挙権年齢引き下げＰＴ開催（8月27日）
第１０回会合は「主権者教育」

について。文部科学省と総務省
からこの秋に全国の高校生に
（３７０万部）配布する「ガイドブッ
ク（政治参加に関する教育のた
めの副教材）」について説明を
受け、法案提出者（１８歳選挙
権年齢公職選挙法改正）側から
提案申し入れを行いました。

概要は右図のとおりであり、意
見としては、

ア、模擬投票や模擬議会とい
う実践編に至るためには
「民主主義とは何か」とい
う部分を解説編に手厚く

イ、政党とは何かということも
加えるべきウ、模擬投票
は公選法に抵触しないよ
うに説明の充実を、

などが出される。

教師指導用テキストはすべて
のホームルーム担当教諭及び
公民科担当教諭などに２０万部
配布予定しております。

次回は、「政治的中立性について」議論することになります。

■安保法案等参議院特別委員会強行採決（9月17日）
参議院安全保障の特別委員会は１５日に中央公聴会を開催し、１６日地方

公聴会を開催したあと、特別委員長の職権で締めくくり統括質疑で決めなが
ら行わず、また、地方公聴会の報告も行わず、審議を打ち切り、１７日特別委
員会で強行採決され、２０日未明に参議院本会議で可決成立しました。

国民の８割が「理解が進まず」６割が「この国会で成立すべきでない」と各種
世論調査で表明し、総理大臣の答弁は二転三転、１１本の法案ゆえに議論
は拡散する一方、さらに領域警備法案を民主党維新の党と共同提出したの
は９月４日なのに、審議時間は実質ゼロです。
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地域ニュース
■民主党台風１８号災害対策本部設置（９月１０日）

台風１８号の被害は県内、さいたま市内でも床上床下浸水をはじめ大きな

被害が出ました。被害を受けた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。

特に、栃木県、茨城県に大きな被害があったことを含め、今後、地球環境

の変化もあり同じような帯状の断続的積乱雲の発生による「局地的に雷や突

風を伴う降雨」が関東地域でもおこりうる可能性への対策は、一昨年緑区か

ら越谷市にかけて起きた竜巻が「スーパーセル積乱雲」発生が原因であった

ことなど、ヒートアイランド対策とともに県市はもとよりですが「９都県市首脳

会議（首都圏サミット）」そして「国」としての

取り組みも求めていきます。

民主党も被害当日に党本部、県連で対

策本部を立ち上げ、武正議員も９月１２日

越谷市を訪れ現地で話を伺い、９月１６日

党本部９月１９日県連本部で報告する等取

り組んでいます。
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産経新聞９月１３日より９月２２日 常総市水害被害視察へ



審議が深まらず、国民理解が進まなかった最大の問題点（ネック）は「憲法
との整合性が取れていない」ことでした。

そのきっかけは６月４日衆議院憲法審査会参考人質疑で、自民党の参考
人ですら「憲法違反」と述べた時からです。

また、集団的自衛権行使の唯一の例示として安倍総理が説明で使ってき
た「ホルムズ海峡での機雷掃海」も根拠が弱いとして９月１４日に取り下げる
始末です。

さらに、４月には米艦防護として「日本人を救わなければならない」と説明し
た総理も９月１１日には「日本人が乗っていない時も行使可能」と説明を変え
ました。

加えて、海外への自衛隊派遣の基準を「時の政権の総合的判断」と曖昧さ
を残しました。これらも仕切り直しが必要な理由です。

「問答無用の政治」が数の力を背景に跋扈（ばっこ）してしまうきっかけとな
らぬように、成立後も引き続き安保関連法案の内容について問題点を国会で
詰めていくとともに、民主主義の根幹がゆらぐことのないように「報道の自由」
「表現の自由」への目配り、「立憲主義」の確認、そして「主権者教育」への充
実とともに、対案としての外交安保政策を進めていきます。

重ねて、「安保法案の強行採決は認められない」として政府法案に昨年７月
１日の閣議決定を含めて、見直し、やり直しを不断に求めてゆきます。

■羽田空港離発着便ルート

見直し説明会（9月12日～14日）
羽田空港は２０２０年東京オリンピックま

でに離発着回数を増やすため、特に南風
時（全体の４割）の着陸ルートの見直しを国
土交通省は平成２６年からさいたま市も含
めた協議会で進めてきましたが、オープン
ハウス型説明会をこの夏から秋にかけて開
催いたしました。

さいたま市では、武蔵浦和サウスピアに
て開催を予定しました。

しかし、左図のように「さいたま市から羽
田空港に向かう」ことによる騒音などが懸
念されており、「１５時から１９時まで」の飛
行制限といっていますが、丁寧な説明と各
種対策を求めていきます。
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民主党埼玉県第１区地方議員

たけまさ公一プロフィール
昭和36年(1961年)生まれ、さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、慶応義塾

大学法学部政治学科、平成元年松下政経塾卒塾

平成11年埼玉県議会議員2期目当選 平成26年12月衆議院議員6期目当選

【内 閣】 元財務副大臣／元外務副大臣

【衆議院】 総務委員会委員、憲法審査会会長代理

【民主党本部】 組織委員長、税制調査会顧問 【民主党埼玉県連】 代表代行

●浦和事務所 さいたま市浦和区北浦和3-6-11松本ビル2階 TEL 048-832-3810 FAX 048-832-3846

●岩槻事務所 さいたま市岩槻区本町5–5-12 TEL 048-749-6801 FAX 048-749-6802

●国会事務所 千代田区永田町2-1-2第2議員会館312 TEL 03-3508-7062 FAX 03-3519-7715

皆様のご意見・ご要望をお待ちしております メールアドレス voice@takemasa-k.jp

たけまさ公一事務所

民主党埼玉県連主催

２０１５政経文化の集い「進」
１１月９日（月）浦和ロイヤルパインズ
１８時より記念講演 １９時よりレセプション
記念講演講師 古賀稔彦氏 参加費 20,000円
お申込み・お問合せはたけまさ公一事務所まで

岩槻・浦和・緑・見沼区で
たけまさ公一とともに

より良い地域を実現します

三神 尊志
市議・見沼区
昭和５５年生まれ

民主改革さいたま市議団
/議会改革推進委員長
/予算委員/まちづくり
委員

神崎 功
市議・緑区
昭和３０年生まれ

さいたま市議会元副議長／ 民
主改革さいたま市議団顧問／

市民生活委員/地下７及び
公益施設整備委員

浅野目 義英
県議・浦和区
昭和３３年生まれ

民主党・無所属の会/
文教委員/自然再生・
循環社会対策特別委
員

小柳 嘉文
市議・浦和区
昭和４０年生まれ

民主改革さいたま市議団/
予算委員/保健福祉委員/
オリンピック・パラリンピッ
ク委員

武田 和浩
市議・見沼区
昭和３６年生まれ

民主改革さいたま市議団/
見沼田圃将来ビジョン副
委員長/文教委員

高野 秀樹
市議・岩槻区
昭和３５年生まれ
民主改革さいたま市議団
団長/党埼玉県連副代表/
地下7及び公益施設整備
委員/決算・行政評価委員

井上 將勝
県議・見沼区
昭和５４年生まれ

民主党・無所属の会/
環境農林委員/地方創
生総合戦略・行財政改
革特別委員


